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中国 VLBI ネットワーク(CVN)の 2011 年報告
Status report of Chinese VLBI Network of 2011

蜂須賀一也（上海天文台）
Kazuya Hachisuka (Shanghai Astronomical Observatory, China)

概要
　上海、ウルムチ、北京、昆明から成る中国 VLBI ネットワーク（CVN)は、今年も上海局のみが
JVN との東アジア      VLBI      ネットワーク（  EAVN  ）  観測を行った。この EAVN 観測は K-4/VSOP
ターミナルで実施されているので、今後を考え上海局の Mk5B と VERA 水沢局の DIR2000 で
フリンジチェック観測も並行して実施している。残念ながら１回目の観測は上海局の不調により弱
いフリンジしか検出できなかったが、他の CVN ３局も Mk5B を搭載しているので、この試験観測
が成功すれば K-4/VSOP ターミナルの整備無しに CVN 全局が EAVN 観測に参加できるように
なる。一方、中国で大型電波望遠鏡が複数建設・計画中であり、これらが完成すれば EAVN の感
度が大きく向上し行えるサイエンスの幅が広がるだろう。CVN は今年も日本や韓国など東アジア
地域の方々と交流があった。これからも交流を続け、CVN と関連する VLBI ネットワークや自身の
発展につなげたいと関係者は考えている。

Abstract
 The Chinese VLBI Network (CVN) consists of four stations (Shanghai, Urumqi, Beijing 
and Kunming). Only Shanghai station participated in the East Asian VLBI Network (EAVN) 
observation. Because the K-4/VSOP terminal installed only Shanghai station while all CVN 
stations installed the Mk5B system and a future CVN and EAVN observation must use the 
Mk5B. Thus, the fringe check testing observations are performing now between Mk5B on 
Shanghai 25m and DIR2000 on VEAR Mizusawa 20m. The fringe had been detected, 
however the testing observation should be performed again by some reasons. On the other 
hand, several large radio telescopes, for example the Shanghai 65m and the FAST,  are 
constructed or planning in China. These large telescopes will make the EAVN with higher 
sensitivity and new VLBI sciences will be conducted. There are many friendships and 
collaborations between China and countries in East Asia in this year. The CVN will keep 
friendships with these countries and then CVN itself will develop better and more powerful. 

１．今年のＣＶＮ

　２０１１年のＣＶＮは、昨年同様上海局のみが
ＥＡＶＮ観測に参加した。ただし６．７ GHz メタ
ノールメーザー観測のみであり、ＥＡＶＮの他の
主力周波数であるＸ、Ｋ帯では観測は行われて
いない。ＥＶＮ観測で頻繁に使われているこれ
らの周波数ががＥＡＶＮで使われない最大の理
由は、ＥＡＶＮの運用体制が整っていないことだ
ろう。ＣＶＮの各局は衛星運用、測地観測、ＥＶ

Ｎ観測などのスケジュールで込み合っており、Ｅ
ＡＶＮ観測時間も数ヶ月前から確保しておかな
ければならず、さらにプロポーザル等の観測内
容がＣＶＮ各局で明らかになるような公式な書
類が存在しないために、観測時間を得ることが
難しい状況となっている。２年続けて上海局がＥ
ＡＶＮ観測に参加できた理由は、PI 達によるア
ピールと上海局の理解があったからである。ま
た２０１１年の 4 月に、中国雲南省の麗江という

http://www.astro.sci.yamaguchi-u.ac.jp/eavn/index.html


2011年度 VLBI懇談会シンポジウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年 11月 16日～18日　　　大阪府立大学
世界遺産の街で第４回ＥＡＶワークショップが
行われた。各国から多数の参加があり交流が
深まったが、個人的には具体的なＥＡＶＮ運用
へ向けたトップ会合がしっかりと行われなかっ
たことを残念に思う。

２．中国の電波天文とＣＶＮの今後

２．１　電波天文（VLBI に関連しているもの）

上海新      65      ｍ鏡  　（←公式 web にリンク）

　２０１２年の秋に完成予定の上海６５ｍ電波望
遠鏡はＬ～Ｑ帯の受信機を最終的（２０１５年頃
まで）に搭載する。最新の情報では、Ｋ帯はマル
チビーム化を予定しており、単一鏡による天体
観測も視野に入れていることが分かる。主鏡は
アクチュエーターを取り付け鏡面変形に対応す
る。当然ながらＶＬＢＩでの運用も期待され、ＥＡ
ＶＮでも中心的な役割を果たすだろう。６５ｍ鏡
の完成後の２５ｍ鏡の運用予定は未定である。

FAST　（←公式 web にリンク）

　2016年に完成を予定している。昨年から本
格的な建設が始ったようである。現在は整地な
どの基礎工事を行っていると同時に、望遠鏡サ
イトへの道路を建設しているもよう。観測周波数
の上限は 5 GHz ともＸ帯とも言われている。
VLBIへの参加も検討されており、低周波の
VLBI 観測では超高感度な観測が可能となる
だろう。ただし FASTがX帯まで受信機を搭載
しないとX帯以下の周波数に弱い EAVN に
は参加できないだろう。

新疆110m鏡

　現在、新疆天文台（旧ウルムチ天文台）が計
画している口径110ｍもある大型電波望遠鏡
である。サイトは現在新疆天文台が管理してい
る南山 25ｍ鏡サイトから東から 200 ｋｍほど
にある盆地（標高1800ｍ）となっている。観測
周波数は当初の予定から大幅に変更され、3
ｍｍまでを予定している（ただし３ｍｍの開口能
率は１２％と試算）。現在、建設のための全ての

予算は認められていないが、予算獲得までは
時間の問題であろう。現在 VLBI を行っている
新疆天文台なので、VLBIへの参加は行われ
るだろう。EAVN にとっては最長基線を担う局
でもあり、VERA や KVN の高周波にも対応で
きるので、非常に重要な局となるだろう。

アルゼンチン４０ m 鏡

　２０１５年に完成を予定している。観測周波数
は K 帯までを予定している。望遠鏡のデザイン
は北京５０mと似ていると記憶している。天文、
測地の運用が予定されているが、おそらく中国
の深宇宙探査のためにも使われるだろう。

中国スペース VLBI

　現在計画段階であるが、その概要が明らか
になってきた。観測周波数はｍｍ波まで、そして
同時に２台を打ち上げ、スペース － スペース
VLBI を行おうとしている。今後さらに具体的な
計画内容があきらかになるだろう。

２．２　CVN

　現在の CVN は主に月探査衛星の運用が行
われている。現状の CVN を使った天文観測は
受信機やバックエンド、さらに相関器の制限が
あり、テスト的な観測しか行えない。現在 CVN
は天文利用へ大きく動き始めている。例えば昆
明局は６．７ GHz や K 帯の受信機の搭載を予
定、また上海天文台を中心に天文観測に対応
できるソフト相関器（DiFX）を導入する予定で
ある。CVN の開発は衛星運用に大きく制限さ
れ、特に望遠鏡のアップデート計画に困難が見
受けられる。しかし CVN の天体観測化は真剣
に関係者で検討されている事実は、皆様の心
に留めていただきたい。

３．最後に

　昨年も日本の皆様にはお世話になりました。
これからも人的交流を深くし、お互いの VLBI
が発展し、結果EAVN も発展してより良いサイ
エンスを生み出してほしいと願っています。

http://fast.bao.ac.cn/index.php
http://65m.shao.cas.cn/
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本格的な天文観測運用へ向けて
　 まずはソフト 相関器を整備
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 1版  2012年1月31日 ��������	  文責・編集　はちすかかずや
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